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令和６年 12 月 報道機関との定例懇談会 要旨 
 

１ 日  時 令和６年 12月２日(月)13：15～13：40 

２ 会  場 市長応接室 

３ 参 加 者 報道機関９社、市側 

４ 懇談の概要 

⑴ 情報提供項目 

ネーミングライツ事業の実施や平庭高原スキー場安全祈願、ニューイヤーフェスティバルなど

市長から６件お知らせした。 

⑵ 記者との質疑応答 
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平庭高原スキー場 

リフトの整備や料金変更など、変更内容があるかお聞きしたい。 

近年、県内ではスキー場の雪不足が問題視されている。今年もオープンを遅らせるスキ

ー場があるようだが、平庭高原スキー場の積雪状況はどうかお聞きしたい。 

昨年と同様で大きな変更点はない。積雪状況はまだ十分ではなく少し雪が降ってもすぐ

に融けてしまう。昨年は 12月 24 日頃に予定どおりオープンした。これからの降雪に期

待したい。 

 

ネーミングライツ事業 

対象となる施設数をお聞きしたい。 

市内には文化施設や体育施設のほか、公園、競技場、道路など多くの施設がある。それ

らすべてが対象となりうるため、かなりの数になると考えている。具体的にどの施設が

対象となるかは、市が指定する場合もあれば、事業者から提案を受ける形で決まる場合

もあり、現時点で具体的な数は答えられない。これから関連部署で検討を進めていきた

い。 

これまでにネーミングライツで企業名が付けられた事例はあるか。どれくらいの財源を

見込んでいるか。 

ネーミングライツの取り組みは今回が初めて。対象としては、市民体育館、文化体育館、

公園などが考えられる。年間で数十万円から 100万円程度の収入を想定している。具体

的な金額や条件については、施設ごとの特徴や必要な費用を考慮しながら検討していき

たい。 

施設名の変更に伴う案内板やパンフレットの更新など、追加の費用が発生するため、そ

の負担も考慮する必要がある。県内の状況を調査しつつ、市内での説明会を開催し、対

象となる施設を確認する作業を進めていきたい。 

公募の条件や手順について教えていただきたい。 

１月に具体的な施設とその最低価格を設定し、公募を開始する予定。応募者が複数いる

場合は、内部の審査会で優劣をつけ、最適な事業者と交渉を行う（最低価格を下回る場

合は契約に至らない可能性がある）。詳細は、公募開始時に改めて公表する。 

 

103 万円の壁について 
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記 者 

 

 

 

市 長 

石破総理が「103 万円の壁」の見直しを正式に表明したことを受け、県内の各首長に意

見を伺っている。この見直しにより地方税収が減少する可能性については、県も試算を

示しており、懸念の声もある。「103 万円の壁」の見直しについて、市長の所感をお聞き

したい。 

「103 万円の壁」は、働く側にとっては大きな制約、雇用する側にとってもハードルに

なっているという声を聞いている。そのため、限度額の引き上げは必要だと考えている。

その一方で、市町村の税収にマイナスの影響が生じることは大きな問題。国も厳しい財

政状況ではあるが、地方自治体の減収分を国が補填しなければ、市民サービスの提供に

支障をきたすことになる。「減収分は国が対応しない」という状況は非常に困るため、

見直しが進む以上は、責任を持って減収分の補填を国で対応していただきたい。補填が

ないまま進められるのであれば、市長としては反対の立場を取らざるを得ないと考えて

いる。 

以 上 



久慈市 

報道機関との定例懇談会 提供資料 

日時：令和６年 12月２日(月) 13：15～ 

場所：市長応接室 

番号 資料名等 担当課 備考 

１ 主要行事予定 各課共通  

２ ネーミングライツ事業の実施について 政策推進課  

３ 平庭高原スキー場安全祈願 産業建設課  

４ 平庭高原スキー場ニューイヤーフェスティバル 産業建設課  

５ 三陸観光フォーラム 2024 商工観光課  

６ 令和７年市民新年交賀会 生活環境課  

 



ネーミングライツ事業の実施について

１ ネーミングライツ事業及び事業実施目的 

「ネーミングライツ事業」とは、市有施設等に企業名、商品名等を冠した愛称を付与し、施設

の名称として使用する代わりに、施設命名権者（スポンサー企業）から対価（ネーミングライツ

料）を得て施設の管理運営に役立て、市のスポーツ・文化の振興、産業振興等市民サービスの向

上につなげていく取り組みであり、新たな財源を確保し、対象施設の利便性向上等を図るため実

施しようとするものです。 

２ ネーミングライツ募集方法 

次の２パターンで公募を行います。 

契約期間は両パターンとも３から５年間とし、最初に決定したスポンサー企業が次回募集の際

の優先交渉権を持つこととします。 

(1) 施設特定型

・市が指定した施設について募集を行います。（不特定多数の市民が利用し広告効果が見込ま

れ、利用者の増加や有効活用が期待される施設)

・一定の募集期間を定めて公募を行い、公募期間終了後に審査を行います。

(2) 提案募集型

・施設特定型以外の施設とします。ただし、施設名称の設定に経緯のあるものや施設の性格・

運営上、企業名や商品名などの愛称を付することができないと判断するものは対象外としま

す。

・公募期間を設けず、随時応募を受付し、応募のあった都度審査を行います。

３ スポンサー企業の選定方法（審査方法） 

選定委員会を設置し、審査を行います。審査については次の事項について審査を行います。 

(1) 経営の安定性及びコンプライアンスへの取組み

(2) 文化・スポーツ、産業振興等を通じた市への貢献実績及び今後の計画

(3) 希望する愛称

(4) ネーミングライツ料、期間等の契約条件

４ 今後のスケジュール 

(1) １月～     公募開始（同時に施設特定型の施設を庁内から募集） 

(2) ２月～３月  選定事務、契約事務 

(3) ４月から   施設へのネーミングライツ開始 

※提案募集型での公募を先行して行い、施設特定型については募集準備が整い次第、順次公募

を開始します。
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令和6年11月13日

役　員　各　位　

平庭観光開発株式会社

代表取締役　下舘　満吉

平庭高原スキー場安全祈願の開催について（ご案内）

　初冬の候、皆様におかれましては益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。

弊社は、平庭高原スキー場の今シーズン12月21日（土）のオープンに向けて準備を進めて

いる所でございます。

　つきましては、今後一層のご愛顧、ご支援を賜りたく、下記のとおりスキー場安全祈願

の小宴を開催いたしたいと思います。ご多忙の折、誠に恐縮に存じますが、ご臨席賜りま

すようご案内申し上げます。

記

　　日　時　：　令和６年１２月４日（水）　午前１１時から

　　場　所　：　平庭高原スキー場（レストハウス千春の施設内において）

※お手数ではございますが、ご参加の有無を11月29日（金）までに御連絡下さいますよう

お願いいたします。

　連絡先：平庭山荘　ＴＥＬ　0194-72-2700
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三陸観光フォーラム

主催：公益財団法人 さんりく基金
後援：（予定）岩手県県北広域振興局
　　　　　　　久慈市、普代村、野田村、洋野町

会　　場　久慈市総合福祉センター講堂

みちのく潮風トレイル、三陸鉄道、三陸ジオパークな
どの三陸沿岸地域の特色を生かした観光地域づくりを
推進するため、学識経験者の基調講演や観光関係者に
よるパネルディスカッションを行います。

「岩手三陸エリアの観光発展に今なすべきこと
～広域観光の重要性と
        自然資源の活用、没入感への挑戦～」

「学識経験者と久慈広域の観光関係者による  
パネルディスカッション」

パネリスト：

三陸鉄道株式会社旅客営業部　 シニアリーダー　  三浦　芳範　   氏
NPO法人久慈広域観光協議会　 会長　　　 　       貫牛　利一 　  氏

問い合わせ先
公益財団法人さんりく基金三陸DMOセンター （担当：金野、中野）
TEL：0193-77-5760  MAIL：info@sanriku-travel.jp
〒027-0072　宮古市五月町1-20 宮古地区合同庁舎２階

一般社団法人fumoto　　　　   代表理事　　　 　大原　圭太郎　氏

淑徳大学   学長特別補佐･経営学部長 教授   千葉 千枝子  氏
釜石市生まれ。中央大学 経済学部卒業後、富士銀行、シテイバンク勤務を経てJTBに入社。
1996年有限会社千葉千枝子事務所を設立、運輸・観光全般に関する執筆・講演、TV・ラジオ
出演などジャーナリスト活動に従事する。2016年より現職。
岩手県「いわて観光立県推進会議」委員をはじめ自治体の観光審議委員のほか、NPO法人交
流・暮らしネット理事長、中央大学の兼任講師を務めている。
近著に「レジャー・リゾートビジネスの基礎知識と将来展望」（第一法規）、「観光経営学入
門」（建帛社）がある。

詳細・参加申込みは
こちらのQRコードから↓

コーディネーター：基調講演講師　千葉　千枝子　氏

基調講演

開催日時　令和６年12月14日(土)

２０２４
14:00～17:00  

久慈市　つりがね洞
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「令和７年市民新年交賀会」実施要項 

 

１ 趣  旨 

 新年の幕開けに当たり、市民が一堂に会し、市勢発展への決意を新たにす

るとともに、今後の飛躍を互いに誓い合うことを趣旨として実施する。 

２ 主  催 

 市民新年交賀会実行委員会 

３ 日  時 

 令和７年１月６日（月）午前 11時～正午（予定） 

４ 会  場 

 久慈グランドホテル 

５ 会  費 

 １人 4,000 円（お弁当付き） 

６ 定  員 

 250 名程度 

７ 招待発送来賓（国会及び県議会議員） 

(1) 衆議院議員 鈴木 俊一 氏 

(2) 参議院議員 横澤 高徳 氏／木戸口 英司 氏 

(3) 県議会議員 工藤 大輔 氏／中平 均 氏 

（4） 市議会議長 濱欠 明宏 氏 

８ 内容 

(1) 開会 

(2) 主催者あいさつ（遠藤市長） 

(3) 来賓あいさつ（国会議員）※本人出席の場合のみ 

(4) 祝電披露 

(5) 乾杯（濱欠議長） 

(6) 懇談 

(7) 中締め（山王会頭） 

(8) 閉会 
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令和７年市民新年交賀会を開催します 

 

 市民新年交賀会を次のとおり開催します。 

記 

１ 主催 市民新年交賀会実行委員会 

２ 日時 令和７年１月６日（月）午前 11 時から 

３ 場所 久慈グランドホテル（久慈市川崎町 10-15） 

４ 会費 お一人様 4,000 円（お弁当付き、お酒の提供はありません）  

５ 定員 250 名程度 

６ 申込期間 

  令和６年 12 月３日（火）午前８時 30 分～12 月 17 日（火）午後５時 

７ 申込方法 

  参加申込書に必要事項を記入し、会費を添えて、市民新年交賀会

実行委員会事務局（市役所生活環境課）まで申し込みください。 

なお、団体（企業）の方の申し込みにつきましては、市のホーム 

ページにも参加申込書を載せておりますので、そちらをご利用くだ

さい。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

【担当】市民新年交賀会実行委員会事務局 

（ 久 慈 市 生 活 福 祉 部 生 活 環 境 課 内 ）  

電 話 0 1 9 4 - 5 4 - 8 0 0 3  


	HP掲載用
	241202_01-提供資料表紙
	241202_04-資料２ー６
	資料02
	空白ページ

	資料03
	資料05
	資料06_1
	資料06_2
	空白ページ
	空白ページ




